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東滑川海浜緑地はリニューアルオープンした際に愛称
を募集しましたが、 この公園で見ることができるあるも
のにちなんだ名称に決まりました。 公園の愛称は次の
うちどれですか。（答えは9ｐ）
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第1726号　（毎月20日発行） 令和8年6月20日　②

１　茨城の発展と新しい飛躍を図るための提言

◆茨城県立産業技術専門学院（日立市西成沢町）の

水戸市・土浦市への集約方針に関し、既存の機能

として確立されている在職者訓練の実施場所の確

保と先端分野の技術情報提供や技能訓練と向上に

寄与するべく施策の立案を推進されたい。（継続）

◆県立高校等の統廃合化が進む中で創設する学科に

ついては、普通学科ばかりでなく、専門技術の知

識を習得できる学科を設置するなど、地元企業が

即戦力として雇用できる人材を増やし、県北地区

の働き手確保について検討されたい。（新規）

◆国道６号線の地域防災機能強化、渋滞解消も含め

た南北の広域幹線道路の整備促進を継続された

い。特に、国道６号バイパスⅡ期工事、国道245
号線の久慈川橋梁・片側２車線化の早期完成、お

◆ 別記 県連政策委員会への提言 ・ 要望事項（要約）◆
よび県道61号日立笠間線（通称：山側道路）の

市内北進路線の計画化を図られたい。（継続）

２　中小・小規模事業者の持続可能な経営支援に向

けた提言

◆働き方改革での人材確保、持続的な経営推進を維

持するため、一年を通して待機児童が発生しない

仕組みづくりを検討されたい。（新規）

◆「中小受託取引適正化法」の施行において、新た

に加えられた運送業に関し、発注者との契約の見

える化を促進と、茨城県においても企業間の不当

な取引から守るため、違反行為の監視、指導体制

強化の実現に向けた取組を検討されたい。（新規）

◆地域企業を支える支援団体に対する経営改善普及

事業費等予算の確保を図られたい。（継続）

新
入
会
員
紹
介

新
入
会
員
紹
介

（別記）（別記）

5
月
の
常
議
員
会

　5月22日に金融財務業部会会議が行われ、下記のとおり正副部会長が選任されました。この選任は

事業所の人事異動に伴うもので、任期は令和10年10月31日までです。

金融財務業部会で正副部会長を選任

金
融
財
務
業
部
会

副
部
会
長

寺
門
　
　
徹 

氏

茨
城
県
信
用
組
合

日
立
支
店
　
支
店
長

金
融
財
務
業
部
会

副
部
会
長

小
林
　
誠
之 

氏

株
式
会
社
筑
波
銀
行

日
立
支
店
　
支
店
長

金
融
財
務
業
部
会

部
会
長

篠
﨑
　
　
崇 

氏

株
式
会
社
常
陽
銀
行

日
立
支
店
　
支
店
長

　
５
月
22
日
、常
議
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。協
議
事
項
と
し
て
、４

件
の
新
入
会
員（
別
記
）を
承
認
。

　
次
に
、茨
城
県
商
工
会
議
所
連

合
会
政
策
委
員
会
へ
の
提
言
・
要

望
事
項
案（
別
記
）、令
和
８
年
度

珠
算
能
力
検
定
試
験
委
員
委
嘱
案

に
つ
い
て
協
議
し
承
認
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、武
田
商
業
副
部
会
長

か
ら
令
和
８
年
度
ひ
た
ち
あ
き
ん

ど
探
検
少
年
団
活
動
概
要
に
つ
い

て
、高
橋
工
業
部
会
長
か
ら
令
和

８
年
度
ひ
た
ち
も
の
づ
く
り
探
検

少
年
団
活
動
概
要
に
つ
い
て
、塙

会
員
サ
ー
ビ
ス
委
員
長
か
ら
、令

和
８
年
度
会
員
交
流
会
に
つ
い
て
、

株
式
会
社
レ
ゾ
ナ
ッ
ク
女
子
卓
球

チ
ー
ム
が
参
加
す
る
卓
球
リ
ー
グ

に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

株
式
会
社
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 

Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ

（
ク
ロ
ス
デ
ザ
イ
ン
） （
菓
子
製
造
販
売
業
）

　
水
木
町
２
丁
目

Ｅ
Ｌ
Ａ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
株
式
会
社

（
エ
ラ
ジ
ャ
パ
ン
）（
機
械
設
計
製
造
業
）

　
鮎
川
町
４
丁
目

株
式
会
社
竜
工
業（
管
工
事
業
）

　
川
尻
町
６
丁
目

以
下
、特
別
会
員
か
ら
変
更

※
定
款（
会
員
の
資
格
）の
変
更
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
特
別
会
員
と
し
て
入
会
し
て

い
た
法
人
団
体
等
が
一
般
会
員
へ
変
更

し
た
も
の
で
す
。
　

医
療
法
人
聖
麗
会
聖
麗
メ
モ
リ
ア

ル
病
院（
医
療
業
）　
茂
宮
町

部会会議開催のご案内
部会に所属する皆様の出席をお願いいたします。

日　　　時

協 議 事 項

会　　　場

問　合　せ

６月25日（木）
13時～

２号議員の選任
について

総　務　課

建設業部会

日立商工会議所会館

７月16日（木）
12時～

部会役員選任
について

会員サービス
並びに工業課

工業部会



③　第1726号　（毎月20日発行） 令和8年6月20日

日立商工会議所の動き5月5月
5月11日 正副会頭会議　　法律無料相談
 会員サ―ビス委員会正副委員長会議
5月12日 商業部会賑わいプロジェクト会議
5月14日 建設業部会議員協議会
5月16日 ひたちものづくり探検少年団入団式・第1回活動
5月19日 女性会総会
5月21日 観光委員会
5月22日 金融財務業部会会議　　常議員会
5月23日 みゅーずnet第21回総会
5月26日 専門相談　商業部会議員協議会
 商業・観光環衛業部会と日立市産業経済部との意見交換会
5月29日 商業部会賑わいグループ会議

　ひたちものづくり探検少年団
　　　　　入団式・第１回活動（5.16）
今年度は14名の元気な小学生が、１年間も
のづくりを通じて職業観を学びます。

アクサ生命保険株式会社からのお知らせ

謹啓  時下ますますご清祥のこととお慶び申しあげます。
平素は、弊社事業運営に格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、弊社では日立商工会議所の会員事業所様にご利用いただける福利厚生制度の充実や経営安
定にも役立つ各種福祉制度を導入しており、これまでのキャンペーン期間中における会員事業所の皆様
方のご支援・ご協力に深く感謝申しあげます。
　本年度は５月１日から６月３０日まで、茨城県商工会議所連合会のご協力のもと「茨城県内商工会議所 福
祉制度統一キャンペーン」を推進してまいります。業務ご多用のところ誠に恐縮ですが、この機会に福
祉制度導入のご検討を賜りますようお願い申しあげます。
　尚、当該期間中は商工会議所職員または福祉制度引受保険会社のアクサ生命保険担当営業社員が事
業所様を訪問させていただきます。その際に事業保障資金のコンサルティングをご案内いたします。
　近年の物価高騰により、借入金や賃金の増加も相まって、保障額の見直しや適正化のニーズは益々高
まっています。試算は無料ですので、是非この機会にご検討いただければ幸いです。
　末筆ながら、事業所様の更なるご発展を心からご祈念申しあげます。

茨城県内商工会議所
福祉制度 統一キャンペーンのご案内

（5月1日から6月30日まで）

アクサ生命保険株式会社
日立営業所

業況DI値の推移

調査対象ならびに回収状況

建　設
製　造
卸　売
小　売
サービス
合　計

ＤＩ値は売り上げ・採算・業況などの各項目についての判断を
表し、強気・弱気などの景気観の相対的な広がりを意味する。
ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（売上・悪化などの回答割合）

調査時期　2026年4月14日～20日
調査対象　茨城県内の62企業のうち49企業が回答（回収率79.0％）
調査項目　今月の売上・採算・業況等および業界として当面する問題等

令和8年度4月

茨城県商工会議所連合会
全産業

建　設

製　造

卸　売

小　売

サービス

調 査 産 業 回 答 数 回 収 率
7
13
5
10
14
49

14.3％
26.5％
10.2％
20.4％
28.6％
100.0％

▲15.4

▲42.9

▲7.7

▲16.7

▲25.0

0.0

11月

▲20.8

▲28.6

▲23.1

▲20.0

▲30.8

▲6.7

12月

▲22.2

▲25.0

▲23.1

▲16.7

▲33.3

▲13.3

1月
2026年

▲9.8

▲14.3

7.7

▲20.0

▲9.1

▲20.0

2月

▲17.0

▲25.0

▲23.1

▲20.0

▲16.7

▲6.7

3月

▲8.2

▲14.3

7.7

0.0

▲20.0

▲14.3

4月

製造業 サービス業全産業 小売業建設業 卸売業
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第1726号　（毎月20日発行） 令和8年6月20日　④第1726号 発行） 令和8年6月20日　④726号 （毎月20日発

～日の立ち昇るところ領内一、無限の可能性を今ここにところ領内一、無限の可能性を今こ今ここにこにの可能性を今ろ領ところと～日の立 昇るとこの立ち昇るとるとち昇

令和８年度日本商工会議所青年部 第４６回関東ブロック大会 度度日本商工度日本商工会度日本商 会議所青年部 青所青会議所工会工会議会議所年年度年度年度年度 東ブロック東ブブ ック東東ブロック東ブロック第４６回関東ブ東４６回関東
日立市にて１０月２３日・２４日 開催！
８年８令和８令和８年８年年令和８令和

を今ここここに能性を今こを今

会会ク大会大会ク大会 会ク大会大会

　

こ
の
た
び
、令
和
8
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
会
長
を

拝
命
す
る
と
と
も
に
、関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大

会「
I
B
A
R
A
K
I
日
立
大
会
」を
こ
の

日
立
市
で
開
催
で
き
ま
す
こ
と
に
、大
き

な
責
任
と
誇
り
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

日
立
と
い
う
ま
ち
は
、日
本
の
も
の
づ

く
り
を
支
え
な
が
ら
、時
代
の
変
化
と
と

も
に
挑
戦
を
続
け
て
き
た
地
域
で
す
。一

方
で
、人
口
減
少
や
地
域
経
済
の
変
化
な

ど
、多
く
の
課
題
に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
私
は
、こ
う
し
た
現
実
を〝
衰
退
の

サ
イ
ン
〞で
は
な
く
、〝
新
た
な
価
値
を
生

み
出
す
転
換
点
〞で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま

す
。

　

青
年
経
済
人
で
あ
る
私
た
ち
Y
E
G
に

は
、地
域
の
可
能
性
を
信
じ
、仲
間
と
と
も

に
未
来
を
切
り
拓
く
使
命
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
本
大
会
を
、単
な
る
交
流
や

研
修
の
場
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、

「
地
域
が
持
つ
熱
量
を
可
視
化
し
、そ
れ
を

関
東
全
域
へ
、そ
し
て
次
世
代
へ
と
還
流
さ

せ
る
大
会
」に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
大
会
の
開
催
地
で
あ
る
日
立
市
は
、

決
し
て
大
都
市
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。だ
か

ら
こ
そ
、伝
え
ら
れ
る
価
値
が
あ
り
ま
す
。

人
と
人
と
の
距
離
の
近
さ
。地
域
へ
の
深
い

愛
着
。困
難
に
立
ち
向
か
う
粘
り
強
さ
。そ

し
て
、未
来
を
諦
め
な
い
挑
戦
心
。こ
れ
ら

は
、今
後
の
地
域
づ
く
り
に
必
要
不
可
欠

な
力
で
す
。

　

I
B
A
R
A
K
I
日
立
大
会
で
は
、地

域
が
抱
え
る
リ
ア
ル
な
課
題
と
向
き
合
い

な
が
ら
、そ
れ
を
希
望
へ
と
変
え
る
実
践

事
例
や
、多
様
な
分
科
会
・
交
流
機
会
を

通
じ
て
、「
地
域
の
未
来
は
自
ら
創
る
も

の
」で
あ
る
こ
と
を
体
感
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。関
東
ブ
ロ
ッ
ク
88

単
会
の
み
な
ら
ず
、全
国
か
ら
Y
E
G
の

仲
間
が
集
う
こ
の
機
会
が
、そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
へ
新
た
な
気
づ
き
と
行
動
を
持
ち
帰

る
契
機
と
な
り
、ひ
い
て
は
関
東
、そ
し
て

全
国
の
さ
ら
な
る
成
長
へ
と
つ
な
が
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
目
指
す
の
は
、〝
そ
の
日
だ
け

盛
り
上
が
る
大
会
〞で
は
あ
り
ま
せ
ん
。大

会
終
了
後
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
挑
戦

の
火
が
灯
り
続
け
る
、「
終
わ
っ
た
後
も
生

き
続
け
る
大
会
」で
す
。日
立
の
地
か
ら
、

関
東
の
未
来
を
照
ら
す
新
た
な
光
を
。そ

し
て
、仲
間
と
と
も
に
希
望
あ
る
未
来
を

描
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
日
は
我
々
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
地
域
を
繋
ぎ
、

日
立
の
み
な
ら
ず
茨
城
そ
し
て
こ
の
関
東

の
魅
力
を
発
信
で
き
る
物
産
展
も
開
催
し

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ま
に
I
B
A

R
A
K
I
日
立
大
会
へ
お
越
し
い
た
だ

き
、こ
の
熱
量

を
体
感
し
て

い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

株式会社ホンマ

代表取締役  本間恒弘氏

　日本商工会議所青年部（YEG）の「関東ブロック大会」は、関東エリアのYEGメンバーが一堂に会する
年に一度の大規模イベントです。 本記事では、大会に向け準備を進める様子や大会に向けた想いを、
メンバー自身に語っていただきます。

令和8年度関東ブロック商工会議所
青年部連合会会長

関東ブロック商工会議所青年部連合会
春の会長会議　懇親会（5月9日）

関東ブロック商工会議所青年部連合会
定時総会（5月9日）

日立商工会議所青年部
Instagram発信中
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日
立
商
工
会
議
所
女
性
会 

第
42
回
通
常
総
会
を
開
催

会
長
に
名
倉 

敏
子
氏
が
再
任

　わたしたち、商工会議所女性会は、リーダー
として、凛と信をもって連帯し、平和で豊かな
社会を築きましょう。
一．リーダーとは高い志をもって、自己の変革・
向上を目指すことです。

一．凛とは情熱・勇気をもって行動し、社業の発
展に努め、地域社会に貢献することです。

一．信とは、礼節・勤勉を尊び、美しい自然や良
き伝統・文化を愛し、次の世代に継承するこ
とです。

一．連帯とは、女性経営者の友情と信頼の輪を
内外に広げることです。

商工会議所女性会活動指針

4 月 5 日 日立さくらまつりへの参加
7 月 2 日 観劇会
7 月16日 納涼会
9 月24日 講習会：日立を知る①「大煙突とさくらの町の原点を探る」
11月11日 若手後継者育成事業・女性経営者交流シンポジウム/講演会
 「経営の基本は健康な身体から～食卓から繋ぐ未来へ～」
11月27日 体験・講習会：日立を知る②『地元の取り組みを体験・
 理解する「BRTに乗ってみよう！」』
1 月22日 新年会
2 月10日 講習会：日立を知る③「在宅医療・介護連携のための
 市民向け出前講座」
3 月23日 一人一品持寄り運動　第21回商品寄贈

令和7年度の主な活動

日
立
商
工
会
議
所
女
性
会  

第
49
回
通
常
総
会

会
長
に
佐
々
木
悦
子
氏
を
選
任

佐
々
木
新
会
長
挨
拶

　
５
月
19
日
（
火
）、
日
立
商
工
会
議

所
女
性
会
第
49
回
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
山
縣
会
頭
は

じ
め
根
本
専
務
理
事
、
稲
葉
青
年
部

会
長
を
お
招
き
し
、
43
名（
委
任
状
出

席
含
む
）の
会
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
題
の
令
和
７
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
及
び
令
和
８
年
度
の
事
業

計
画
（
案
）、
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い

て
は
、
原
案
通
り
全
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

ま
た
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

新
し
い
会
長
に
佐
々
木
悦
子
氏 

（
佐

々
木
興
業
株
式
会
社
）
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。 

任
期
は
令
和
９
年
３
月
31

日
ま
で
の
１
年
間
で
す
。

　
令
和
８
年
度
会
長
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
佐
々
木
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

の
た
び
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
新
体

制
と
な
り
ま
し
た
。 

総
勢
32
名
の
役

員
を
中
心
に
、
積
極
的
な
事
業
を
企

画
・
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
会
長
を
拝
命
す
る
こ
と
が
今
回
で

２
回
目
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
間

培
っ
た
経
験
を
活
か
し
、
充
実
し
た

事
業
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

ま
た
前
任
の
山
本
直
前
会
長
同

様
に
、
た
く
さ
ん
の
皆
様
に
ご
参
加

い
た
だ
け
る
事
業
内
容
を
心
掛
け
、

ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
年

間
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
方
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

佐々木会長挨拶 山縣会頭挨拶
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